参 参 参 ♦ 

TOYOTOMI 

ゴス#—ス 


J 證飄 脂) 


型式 FF-S3OTT 
型式 FF-S4 夕 D1" 

型式 FF-S5MT 

密閉式石油ストーブ 



FF-S36BT 


FF-S4 己 BT ， FF-S 己己 BT 


取扱説明書 


このたびは本機をお買いホめいただきましてまことにありびとうございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」及び別冊の「工事説明書」をよく読 
んで、正しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、別冊の「工事説明書」、保証書と共に必ず保管してくだ 
さい。 

♦取扱説明書、工事説明書を紛失された場合は、お買いホめの販売店にご相談くだ 
さい。 



A 危険 


ガソリン使用禁止 
使用燃料：灯油 
KEROSENE ONLY 


A ^ ^ 給排気筒を必ず 
目口 点檢してくださし V 





/ / / / / . 


\Z7/Z7 



目日 3-1 


株式会社-备 


8310002060 
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]] を全のために必ずお守りください 


参お使いになる人や他の人へのを害と財産への損害を未然に防ざ、製品を安全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

参ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明していまず。 


A 危険 (danger) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び 
死 t 、 重傷を負ラを険、または火災のを険び差し迫 
って生じることび想定される内容をおしています。 

么警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び死 t 、 重傷を負ラ可能性、または火災の可能性 
び想定される内容をおしています。 

A 注意 (caution) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び傷害を負ラ可能性や物的損害の発生び想定され 
る内容をおしています。 


お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 



この絵表示は、「禁止」 
されている内容です。 

A 

この絵表示は、「ミ主意」 
していただ < 内容です。 

〇运 

この絵表示は、必ずして 
いただ<「指示」内容です。 

説明文中の「お願い」事項は、本機を誤りなく正し 
くお使いいただくための内容び記載されています。 


么危 : 険 （ DANGER) 


★ガソリン使用禁止 

ま、絶対に使用しないでください 。 if 
こなります。 \ 

巧 

いが1 1ホノ U ン 

1 儀 ) 

ガソ IJ ン禁止^ 

ガソ U ンなど揮発性の高い油 
少量の混入でち、乂災の原因 


A 


化 

口 


(WARNING) 


★給排気筒（管，ホース）夕 m 危険 


給排気筒(管、ホース） 
び外れたまま使用し 
ないで < ださい。 
外れていると運転中 
に排ガスび室内に漏 
れて、危:険です。 


が 


女スゾレー宙厳禁 

スプレー 宙やカセット 
こんろ用ボンベなどを、 

ス I -ーブの前や温風の 
あたる所に放置しない 
で < ださい。 

熱でたの圧力び上びり、 
爆発して危険です。 



0 

禁止 


★温風吹出□をふさがない 


心」. 

っ 

衣類、紙などで温風吹 ~~、 

7 £ 



さびないで<ださい。 

を類、紙などでみさぐと、 
異常燃焼や火災の原因 
になります。 



禁止 


，給排気筒トップ開そ < 危険 


給排気筒トップの周0び雪で&さびれたままで 
使用しないでください。ふさびれているとさは、 
除雪して<ださい。 

閉そくしていると運転中に排ガスび室内に漏れて、 
危険です。 



0 

禁止 


★巧類の乾燥厳禁 


衣類などの乾燥には使用しないでください。 

を類び乾燥すると、ス I -ーブの熱気でゆれて落 
下して乂びつさ、火災の原因になります。 


禁止 










































































































丘]ま全のために必ずお守りください 


A 警告 （ WARNING) 


★定期点檢の実施 



★ご自身での据付け•移設工事の厳禁 


定期的に年に1回程度)に点検•整備を受けてください。 
点検を受けずに長期間使用し続けると、故障や 
事故の原因にな0危険です。 

点検•整備はお買い求めの販売店や資格者のい 
る店に依頼してください。 



〇 

指示 


お客さまご自身による工事は危険です。 

据付け工事は販売店や専門業者にご依頼 <ださい。 
(ストーブを移設させる場合も同じです。） 



0 

禁止 


么注意に AUTION) 


★カーテン、寝具など可燃物近接禁止] 


カーテン、巧団や毛布など燃えやすいちののそ 
ばで使用しないでください。 

ストーブの熱気で着火して火災び発生するおそ 
れびあります。 

可燃物との離隔距離については4ページまたは 


工事説明書の ★可燃物との距 H を誰す I を参 

照してください。 




0 

禁止 


★給油時消乂 


給油は、必ず消火していることを確認し、他に火 
の気のない所でおこなってください。火災のお 
それびあります。 



〇 

消义 


燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、ル 
ーバーなどに手などみれないでください。 
やけどのおそれびあります。 



接触禁止 


★異常時使用禁止 


万一異常を感じたときは、使用しないでください。 
異常燃焼のおそれびあります。 



0 

禁止 


★油漏れ確認 


給油□□金は確実に締めてください。 

給油□□金を下にして、油漏れびないことを確 
かめて < ださい。 

給油□□金を斜めに締めたりすると、簡単に給 
油□□金び外れ、火災のおそれびあります。 





〇 

確認 


女温風 I し直接あたりない 


温風に直接長時間あたらないでください。低温 
やけどや、脱水症状になるおそれびあります。 

温風を直接吸い込まないでください。気分び悪 
くなることびあります。 



0 

禁止 


★指や異物を入れない 



温風吹出□や空気取入□などに、指や可燃物、針金などの異物を 
入れないでください。 

けびや火災のおそれびあります。 



0 

禁止 



























































































































A ミ主意に AUTION) 


★腰をかけたり物をのせない 



★給排気筒付近の可燃物近接禁止 


ス I -ーブの上にのったり、腰をかけたりしないで 
<ださい。ストーブの故障や、やけどのおそれび 
あります。ストーブの上に巧びんや、水を入れた 
ものなどを置かないでください。水びかかると 
漏電や故障のおそれびあります。 



0 

禁止 


★分解修理の禁止 


故障、破損したら、使用しないで < だ 
さい。 

不完全な修理は、を険です。 


分解禁止 


★改造使用の禁止 


改造して使用しないでください。 

また、ス I -ーブや給排気筒には床暖 
房用の熱交換器などを取り付けない 
で < ださい。 

火災や、排ガスび室内に漏れる原因 
となり、危:険です。 


0 

禁止 


★電源コードを傷めない 


電源コードに無理な力を加えたり傷 
付たり束ねたり、物をのせたり加工し 
ないで < ださい。 

また、電源プラグを抜くとさは、コー 
ドを持って弓 I さ抜かないでください。 
電源コードび破損し、火災や感電の 
原因になります。 


0 

禁止 


給排気筒トップの近 < に、灯油や可燃物など引火 
のおそれのあるちのを置かないで<ださい。火 
災のおそれびあります。 



0 

禁止 


★電源プラグは確実に差し込む 


電源プラグはコンセントに根元 
まで確実に差し込んでください。 
(また、傷んだプラグやゆるんだ 
コンセントは使用しないでくだ 
さい。） 

火災の原因になります。 

磊れた手での抜さ差しはしない 
で < ださい。 

感電の原因になります。 



★電源プラグのお手入れをずる 


ときどきは電源プラグを抜き' ほこり(及 
び金属物）を除去して < ださい。 

(ほこりや異物びたまると湿気などで 
絶縁不良になり）火災の原因になり 

まん } 曰ぶ 


〇 


★お子様やお年畜りのご使用にミち意 

お子様やお年寄り、体のご不自由な 
かたびお使いになる場合は、やけど 
などについて、周囲の人び充分にミ主 
意してください。 

指术 


にを意 

〇 


★長期間使用しなし、ときは電源プラグを巧く 



★高地(標高1 SOOmiy 上)では使用禁止 


長期間使用しないときは、電源プラ 
グをコンセントから抜いてください。 
火災や予想しない事故の原因となり 
9 〇 


C 

電源プが細く 


酸素濃度び薄いので不完全燃焼します。 

1 000-1 日日日 m の場所では再調整び必要ですので、 


工事説明書の 高地仕様への変更のしかた I を 

参照してください。 


★可燃性ガス使用禁止 

ストーブを使用している部屋で、可燃 
性ガスび発生するもの (ガソ U ン、ベ 
ンジン、シンナー）、スプレーを使用 
しないでください。 使用禁止 

火災や故障の原因になります。 


0 



0 

使用禁止 


★巧面にま意 


ほこりや、タノ（コの煙などにより、温風吹出□周辺の床面び巧れたり変色することびあります。 

また、熱に弱いジユータンや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることびありま 
すので、熱に強いマットなどを敷いてください。 注意 


A 














































































































丘]安全のために必ずお守りください 


(正風 

※保守•点検のために片■側は 30cmL ソ上離してくださし、。 



〇 

距離 


壁固定金具 




★可燃物との距離を離ず 


ス I -ーブから周囲の可燃物までの離隔距離は図のようにしてください。 


閒日旧刚 


:可燃物三 


菊 


60cm L ソ上 


※の cm 切上 






難 

娘 


朗 cm 
L ソ上 


100cm 
料上 


13.5cm 
しソ上 


給排気筒トップ 


1 已 cmlJLb 


1 巳 cmliLb 


r 


お願い （ NCmCE) 


★な油の廃棄 


巧油の廃棄処分は、口油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


1] 使用ずる場所 


★効果的に使用ずるために 


参温風の循環を妨げるも 
のびない場所に設置し 
てください。 



参外気に接する窓の下や 
壁側に設置すると効果 
的です。 



参熱に弱いカーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることびあります。 
熱に強いマットなどを敷いてください。 


成注意に AUTION) 


八 

I 

端/ 

ソ 


\ / / \ 

可燃物\ 


麵 


可燃物- 










































































































































马各部のなまス 


が観図 


FF - S 36 BT 

油タンクふた 



FF - S 4 己 BT ， FF-S 已己 BT 


油タンクふた 



フアンフイルター 
(溫風用空気取入 □) 


巧流用 フアンモーター 


フアンフイルター 
(温風用空刘取入|_|) 


巧流用 

ファンモータ- 



構造図 


遮熱板 


遮熱板 





























































































































































































































固各部のなまス 


操作•表示部のなまえと使いかた、「点な」-「点滅」の意味 


チャイルド□ックボタン 

チャイルド□ックの設定•解除をおこないます。 

r 同使いかた」 の げヤイルド□ックのしかた I 参照 


タイマーボタン 

タイマー運転をおこなラとさに使います。 

r 同使いかた」の诊イマー運転のしかた」参照 



^チゎイルド _ 

田□ック/3秒巧し图タィマー 


国1コ 


〇ひひ。〇 


G 国ちげる @あげる 


H 入□切1 



設定温度 室内温度 


温度 ■ 
時計 □ 


合与 


ED 


夏エコ 


容1タィマ- risi 詰？レド 


□ 給ミあ 


エコランプ 


チャイルド □ッ クランプ 

点灯……エコ運転び設定されています。 


点灯……チャイルド□ックび設定されています。 


デジタル 


■温度表の 

設定温度…… 

1日む〜32むまで設定温度を選択でさます。 
室内温度 . 

-9 む〜3日むまで表示します。 

■低温表の • 局涵表の 
「しコ」……室内温度び一1日む(下。 

[H ……室内温度び36む上。 

設定温度 室内温度 


温度 ■ 
時計曰 


E5 : EO 


0タイ 7- 


置エコ 


■現在時刻表示 

現在の時刻を表おします。 


設定温度 室内温度 


温度 □ 
時計 ■ 


■タイマー運転時刻表示 

タイマー運転設定時を表おします。 


設定温度 室内温度 


ミ品度 □ 
時計 □ 


日日 


© タィマ- 


E 


ェ n 


■故障 • 異常により自動消火したときのエラー表示 

自己診断機能により、異常時には f - 0- E-SB , 
E - Ot - を表示します。 


n 

• 

日日 

© タイ 7 - 


ミ几。旧巧 
己义乂ヒ/血1ス 


室内温度 

袋タイ 7一 

〇 

• 

夏エコ 

温度 □ 

E - 

• 

C 





時 5 十 □ 

• 

〇 

置エコ 





























































































































エコボタン 

エコ運転の設定•解除をおこないます。 

「固使いかた」 の L エコ運転のしかた I 参照 


運転スイッチ 

運転の入•切をおこないます。 

点滅 . 予熱中です。 

点灯 ……運転中です。 

「固使いかた」 の I 点义のしかた I 、 I タイ 7- 
運転のしかた し 区肖义のしかた」 参照 


給油ランプ 


占口…… 

油タンクび空になって消火する10分前に点灯と 
同時にブヴーび鳴り、残り燃焼時間（分）を表示 
します。 

点滅（運転停止） ...... 

巧油びなくなり自動消火しました。_ , 


/ 

タイマーランプ 


点な.'' 

…タイマー運転待機中です。 


[ 点滅.'' 

…タイマー時刻を設定中です。 

J 


表示部 


■給油に関する残り燃焼時間 

残り時間を表示します。 

※灯油切れ時「-」を表示します。 


■クリーニング燃焼表示 

ク U —ニング燃焼の残り時間を表示します。 




温度 □ 
時計 □ 


設定温度 


室內温度 



参 

1[1 

© タイ7- 

O-n 

チゎイルド 
□ック 


• 

曹エコ 

■ 

給ミ由 


■エコ運転表示 

エコ運転中を表示します。 


設定温度 室内温度_ 設定温度 


温度 □ 

厂, 

樂 

nr 

0タイ7- 

温度 □ 

厂 

時計 □ 

，一'一 

• 

U 〇 

置エコ 

時計 □ 

C 


室巧温度 


r n 

答タィ 7 - 

u u 

ミ；1コ 


■す完全燃焼通知機能により自動消火したときの 
エラー表示 

不完全燃焼通知機能の連続作動回数により r«HH /J 
〜「从4,43」を表示します。 


■再点义防止機能により自動消义したときの 
エラー表示 

[ HHi - r - ij を表示します。 


温度 □ 
時計 □ 


ミ/1み旧巧 
己义化/血 


H H 


室の温度^^ 設定温度 


/ ( • 

含タイ7 一 

温度 □ 

HH 

n ( 

置エコ 

時計 □ 


室内温度 

1 ( 1 ( 

袋タイ7 一 

n n 

障エコ 




























































































































互使用前の準備 


_ 燃料 

( D 燃料は、打油 （ JIS 1号打油）を必ず使用してくださし、。 


A 危険 


★ガソリン使用禁止 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶巧に 
使用しないでください。 

少量の混入でち、火災の原因になります。 



/70 . 


ホノリン 


層 ) 

ガソリン禁止 


♦ガソリン、シンナーおよびこれらび混入した灯 
油、変質な油、巧れたな油、水やごみの混じって 
いる灯油などは、絶巧に使用しないで<ださい。 

参な油は、必ず火気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所でな油専用容器を使つて保 
管してください。 


' 1 灯油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます。 
(火の気のない所でおこなってください。） 

〇打油 

X ガソリン 


纖 

1濡れたままです。 

すぐ乾いて しまいます。 J 


給油のしかた 


/ - 

A 注意 

給油は、必ず消火していることを確認し、他に火の気のない所で 
おこなって< ださい。 

火災のおそれびあります。 

、 

〇 

V _ 


消义 

ノ 


給油の際の手順と注意 





油タンクふたを開けて、油タンクを取り出す。 


給油ロロ金を左「〇」へ回して取りはずず。 

参給油□□金を取りはずす前に、先端の弁部を押す 
と、給油□□金び取りはずしやすくなります。 

給油ずる。 

参市販の給油ポンプの先端を、止まるまで軽く差 
し込んで、油量計を見なびら給油してください。 
(ホースび抜けないよラにを意しなびら給油し 
て < ださい。） 

参な油は油量計の上部(ち図の給油位置今0まで 
給油して < ださい。入れ過ざると、あみれ出るこ 
とびありますので充分を意して給油してくださ 
し、。 
















































































4 給油ロロ金を締める。 

1給油□□金をも「〇」に回して、確実 
に締めてください。 

参こぼれた灯油はよくみさ取つて < だ 



[本機の給油□□金〕 



さい。 

参給油□□金は、斜めに締めたり、締 
めつけび不完全ですと、油漏れによ 
る火災の原因になります。また、違 
った給油□□金を取り付けますと油 
び出な < なります。 

油漏れのないことを確認ずる。 



給油□□金を下にして油漏れのないことを確認してください。 

参油が漏れるげ態で使用しないでください。火災のおそれが 


あ0ます。 



油タンクをセットしまず。 

油タンクをス I -ーブに正しく静かにセットします。 


燃料切れのま意 



参油タンクの口油び少なくなると、 r 給油ランプ」 び点灯し、ブヴーび鳴り、デジタル表示部に残り燃焼可 
自酿間份 ) r ぶ」 表示します。 

参運転スイツチを巧して消火してから、給油してください。 

参給油しませんと、 2 分ごとにブヴー音び鳴ります。約 10 分後に r 給油ランプ」 び点滅し、デジタル表示部 

の残り燃焼時間表示び 「 - 」 となり自動消火します。 

♦再運転する場合は、本体温度び充分下びってから油タンクに給油し、 r 運転スイッ 升を一度 r 切」 にして 
から r 入」 にしてください。 


点乂前の準備と確認 


油漏れの確認 

ス I -ーブの置台または油タンクに油漏れびないか確かめて<ださい。 

万一、油漏れしている場合は必ずお買い求めの販売店に修理依頼、または当社にご相談ください。 


給気ホース-排気筒接続の確認 

給気ホース-排気筒び正しく接続されているか確認してください。 
外れていると運転中に排ガスび漏れ大変を険です。 


ストーブ周辺の確認 

ス I -ーブの周辺および給排気筒トップの周囲に引火物や可燃物を置かないでください。 






























































囲使用前の準備 


電源プラグをコンセント（家庭用 AC 
100 V ) に確実に差し込む。 

参デジタル表示部は「-」表おされます 

ので、現在の時刻をセットしてください。 



電源プラグ 


設定温度 


温度 □ 
時計 


室内温度 



現在時刻の設定のしかた (運転停止中にしかできません) 



€3 li 現在時刻び午後7時10分の場合 
©〇または P ろのボタンを1度押す。 

「時計ランプ」び点滅します。 

② デジタル表示を見なび5 〇①ボタンを押して「，'弓」に合わせる。 

③ デジタル表示を見なび5 〇のボタンを押して「ぶ」に合わせる。 


参广つ，〇のボタンは、一度押すごとに]時間または]分間ずつ進みます。押し続けますと連続的 
に進みます。 

•時刻合わせをする場合は、「 0 寺計ランプ」び点滅している間に 0 •广）のどちらかのボタンを巧し 
て < ださい。 

時刻合わせびできなかつた場合は、もう一度〔つまたはのボタンを押してやり直してください。 


④「時計ランプ」び、点滅か5点打に変わり、設定び完了しまず。 
-お願い- 


•ストーブの時刻表おびズレる場合は、コンセントを一度抜いて、もう一度差し込み直して、時刻を 
設定してみてください。それでも直らないときはお買いまめの販売店までお問い合わせください。 
参ストーブに初めて通電したとさや、停電後や、電源プラグを 

抜いて再通電した場合、デジタル表示は「-」表示され □ 

ますので、現在の時刻を設定してください。 時計 ■ 


ミ凡み：曰巧 
己义乂ヒ/皿 I 义 


室内温度 


★省電力機能 


• 0 寺計表示中に、 5 分間経過しますと、省電力機能がはた！ 5 いて、デジタル表示部が r 消な」して、電力の 
消費を抑えます。 

時計表示を確認したい場合は、操作部の運転スイッチけ外のどれかのボタンを押すと表示します。 

運転スイッチを巧すと点火動作に入ります。（運転中及びタイマー待機中この機能ははたらきません。） 



















































1] 使いかた 


点乂のしかた 


广 

油タンクに口油びあるのに 「給油ランプ」 び 「点打」 または 「点滅」 
ごみや水を捨て、巧油で洗;きしてください。 （ r 因 点検•手入れ」 の 
また、給油□□金び間違っていないか、確認してください。 （ 「回使 J 

\ 

\ 

している場合は、油受けを取り出し、 

油受けの掃除 1参照） 

お前の準備」 の1 給油のしかた 

参照） 

J 


田〇^!言/’3微甲し因タイ 7- 国王コ 圃さげる因あげる Ha 3 ^ □切'! 

〇 〇 〇 〇〇 



温度ランプ 


デジタル表示部 


運輯スイッチ 


① 「運転スイッチ」を巧して r 入」にずる。 

参ブヴー音びして「運転スイッチ」び点滅します。 

参 「温度ランプ」び点灯し、デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示します。 

② 約2分後に自動的に点乂し、 r 運転スイッチ」び点打に変わりまず。 

-お願い- 

参ご購入されて初めて使用されるときに、製品の塗料やパッキンなどび焼けることによって、におい 
や煙が出る場合があります。 

このような場合は、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離れた巧）を少し開け、半曰か！5 
1日程度、 r 強」運転をしてください。 

♦] 〜2回点火操作をして、点火しなかった場合、何回も点火しないでください。バーナー内に灯油 
びたまります。販売店にご連絡<ださい。 

万一灯油びたまったことに気付かずに点火したとさは、「運転スイッチ」を巧しなおして「切」にし、 
たまった巧油び燃えつきるまで待ってください。 このとき、電源プラグをコンセントか!5巧かない 
で < ださい。 

参 点火後約日分間は、温度調節に関係なく r 弱燃焼」 します。 

参点义後約2分間は、対流用ファンは回りません。 

参 室温び0むじ(下の場合は、点火までの時間は約4分になります。 






































固使いかた 


室温の調節のしかた (運転中にしかでをません) 


广 

購入後、初めてお使いになる場合は、「合ご」に0む）び 


設定温度 


室内温度 


設定温度となります。 

温度 ■ 
時計 □ 

の 

• 

• 

tn 

IU 




©0 または〇ボタンを1度巧ず。 

「温度ランプ」び、点滅します。 

② 温度を上げるとき。 

デジタル表示を見なびら^のボタンを巧します。 

③ 温度を下げるとき。 

デジタル表示を見なびら/^のボタンを巧します。 

参 温度設定をする場合は r 温度ランプ」 び点滅している間に 广つ•广つ ボタンのどちらかを巧してくだ 
さい。設定できなかった場合はもう一度押して、やり直してください。 

参設定温度は10む〜32む、室温表示は一9む〜3日むまで表おします。 

参 室温表示は室温び一 10 むけ下の場合 「 Lo 」、 36 むけ上の場合は 「W ,」 と表おします。 

参 設定された室温にコント□ールするために自動的に火力を調節します。 

参 一度設定温度をミ夫めますと、その設定温度を記憶していますので、変更をしない限り、消火後再運転す 

る場合も同一設定温度になります。（停電や電源プラグを抜いた後でも設定温度を記憶しています。） 

\ _ 

-お願い- 

室温調節は、ストーブの位置や部屋の大ささなどで、必ずしち前面パネルの「デジタル表示部」の室内 
温度表示と室温とは一致しません。 

このような場合は、ルームサーミスタを、工事説明書の 〔 ルームサーミスタの配線 (移動の を参照し 
て、適切な位置に付け替えてください。 













































エコ運転のしかた 


(運転中にしかでをません) 


エコ運転とは… 

参口油の消費を抑えることにより、 C 02 排出量を抑えた環境にやさしいエコ□ジー機能です。 

参エコ運転中はデジタル表示部に rf ごご」表示をし、設定温度と室内温度は表示しませんび、灯油を 
節約するために内部的に下記の制御をします。 

① 設定温度び2日むけ上の場合は、2日むに切り替わります。 

② 設定温度より室温び約2む上昇しますと、自動的に消火します。自動消火した後でち、運転ラン 
プは点巧したままになります。 

③ 室温び設定温度を下まわると自動的に再点火します。 

④ 室温び設定温度付近で安定した場合に、設定温度を]む下げ、これを設定温度び20むになるまで 
繰り返します。 

またはボタンを巧すと、設定•室内温度表示に切り替わり、温度設定を 
することびでさます。 


圃さける 

参エコ運転中に 
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温度己 
時計〇 

定温度 

E 

室内温度_, 

••國 斷 

1 O-n 1チわイルド 

1口1 □ック 

□ 給ミあ J 
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_ エコボタン- -エコランプ 

設定のしかた 

① r エコボタン」を押ず。 

参 rf ご G 」 表示に切り替わりエコランプび、点灯し設定されます。 

参エコ運転は一度設定すれば、記憶されます。ただし、設定び記憶されていてち消火時には表おさ 
れません。 


解除のしかた 

③ r エコボタン」を巧ず。 

参設定•室内温度表示に切り替わり、エコランプ表示び、消灯し解除されます。 

参電源プラグを抜いたり、停電びあった場合は、自動的に解除されます。 

参解除後はエコ運転設定前の設定温度にちどります。 

タイマー運乾のしかた 1 (タイマーを使用して暖房を始めたいとき) 


タイマー運転をする場合は 、 ri 4 1 使用前の準備」 の 兩在時刻の設定のしかた I に従って、時刻合わせを 
してからでないと、タイマー運転でさません。 


このス1-ーブのタイマー運転は、その時の室温により自 

室温によるタイマー点火時刻の自動変更 

動的にタイマー運転による点火時刻を変え、希望の時刻 

1日む上 

設定時刻 

にはお部屋を暖かくしておさます。 

0む〜1日む 

-設定時刻の1日分前 

(室温1日む下の場合） 

0むけ下 

■-設定時刻の2日分前 

ノ 






































固使いかた 


>チ+^イルド _ 

H □ック/3秒押し回タィマー 


国 Z コ 


G 国さげる @あげる 
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設定お度 


温度 


ィルド 

1 口 1 □ック 



温度〇 
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國タマ- 



時 言 十〇 

• 

1置み1 
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‘④ 


設定のしかた 


デジタル表示部 


タイマーランプ 


午前6時30分に設定したい場合 
①「タイマーボタン」を押ず。 

初めて設定するとさはデジタル表示部の表示び 
「-」表示に変わり、「タイマーランプ」び点滅します。 


温度 □ 
時計 □ 


ミ/旧巧 
己义 / Ji / rmI 又 


室内温度 

公タィ 7 - 


• 



• 


曹エコ 


② デジタル表示を見なび5 ①ボタンを巧して「 S 」に合わせる。 

③ デジタル表示を見なび5 ①ボタンを押して r え：?」に合わせる。 


参のボタンは、一度押すごとに]時間または10分間ずつ進みます。巧し続けますと連続的 
に進みます。 

•時刻合わせをする場合は、 「タイマーランプ」 び点滅している間に 广つ•广） のどちらかのボタンを 
押してください。 

参設定でさなかつた場合は、ちラー度 r タイマーボタン」 を巧してやり直してください。 

④「タイマーランプ」び、点滅している間に r 運乾スイッチ」を巧して「入」にずる。 

かし待つと、タイマーランプび点灯してデジタル表示は現在の時刻を表示してセツトび完了します。 

お願い- 


>タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば、変更しない限り、 「タイマーボタン」 を巧し 
て 「タイマーランプ」 の点滅中に、 「運転スイッチ」 を 「入」 にするだけで同一時刻で設定び完了します。 
(停電や電源プラグを抜いた後でちタイマー時刻を記憶しています。） 

>1■運転スイッチ」 を押して、 r 運転スイッチ」 び点滅しているときに、 「タイマーボタン」 を押すと、 
「タイマーランプ」 び点滅し、少し待つと 「タイマーランプ」 び点灯しセツトび完了します。 

>タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 


解除のしかた 


タイマー運転操作をした後、タイマー点火時刻前に通常運転をおこないたい場合。 

〇 r 運転スイッチ」对甲して「切」にずる。 

一[タイマー運転の解除] 

@ r 運転スイッチ」を再度巧して「入」にずる。 

-[通常運転開始] 

タイマー運転のを意事項 

-お願い- 

参通常運転中に r タイマーボタン」 を巧すと、消火して r タイマー運転」 の状態になり、タイマー運転時 
刻に自動的に点火します。 

参タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または運転停止時に r タイマーボタン」 を押すと、 

10秒間表おします。 

参タイマー運転操作後に停電びあったとさや、ストーブを揺らして対震自動消火装置び作動したとさ 
は点火しません。 























































①「運転スイッチ」を巧して r 切」にずる。 

参 「運転スイッチ」びしばらく点滅してから、消灯します。 
参 デジタル表示部は、現在の時刻を表示します。 


消火後しばらくは対流用ファンは回転し続けます。その後自動的に停止します。 

対流用ファンび止まるまで、電源プラグを抜かないでください。 

-お願い- 

参ストーブの消义は電源プラグをコンセントか！5巧き取ったり、ストーブをゆすって消してはいけません。 

参が出するときは、おず消火してください。 

参 長期間留守にするとさは、必ず電源プラグをコンセントから抜いておいてください。 


_ 消乂後再点乂するときの注意 _ 

消火後すぐに再点火すると、過熱防止装置び作動したり、異常音び出ることびありますので、しばらく 
:令えるまで待つてから再点火してください。 


クリーニング燃焼表示 


参ク U —ニング燃焼はバーナー(燃焼部)内の汚れを除去するための燃焼です。 


参強燃焼で約2時間け上の連続運転をしますと、デジタル表示部に 


ミ几中：曰せ 
己义乂 i/flDi 又 


室内温度 

fCL ご5」を表示して自動的に弱燃焼によるク U —ニング燃焼を 

温度 □ 

广, 

• 

日弓 

おこないます。（約日分間カウントダウンします）その後自動的に 

時計 □ 


• 


もとの燃焼状態にちどります。 


チャイルド□ックのしかた 


チヤイルド□ックは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って「運転スイッチ」を押してち点火しない 
よラにしたいときに使用します。 


チャイルド□ックボタン 


r —チ 

口 □ 

いイルド 
ック /3 お押し 

3 
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固使いかた 


設定のしかた 

© 運転中や運転停止中に「チャイルド□ツクボタン」を3秒上長巧しずると「チャイ 
ルド□ックランプ」び点打し、チャイルド□ックび設定されまず。 

参運転中は運転スイッチで消火のみ操作可能です。設定温度の変更などの他の操作はでさません。 

参運転停止中はすべての操作びでさません。 


解除のしかた 


②チャイルド□ックび設定されているときに「チャイルド□ックボタン」を3秒上長 
巧しずると「チャイルド□ックランプ」び消打し、チャイルド□ックび解除されまず。 


使用上のま后、 

r 

A 注意 

グ 

★高温部接触禁止 1 

燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、ルーノ く一などに手などみ vSH / 

れないでください。 

やけどのおそれびあります。 接1¢禁止 

ノ 


参 ご使用中に、においがしたり目びしみる場合は、給排気筒やパッキン部か! 5 も排ガスが漏れている 
ことび考えられ危険です。 

使用するのをやめてお買い求めの販売店にご相談ください。 

参ストーブや給排気筒には、床暖房用の熱交換器などを取付 
けないで < ださい。 

ストーブや給排気筒に熱交換器などを取付けると排ガスの 
水分び結露しやす<なり、結露水び凍結して給排気筒を塞 
ざ、不完全燃焼や排ガスび室内に漏れる原因となり危険で 
す。また、ス I -ーブの寿命を短くする原因にちなります。 

参屋外の給排気筒トップび雪に巧ちれたり、結氷していない 
か、曰常点検してください。 


一？容 




0 

禁止 

電源プが細く 


参長期間使用しない場合や、使用期間び終わりましたら、必 
ず電源プラグを抜いて<ださい。 

ほこりや巧れびついて発火することびあります。 

♦このス トーブは、雷に対する安全機構をそなえていますび、 

雷の条件によってはス I -ーブび故障することびあります。 

雷び発生したら電源プラグをコンセントから抜いてくださ 
ると安全です。またス I -ーブをいためることちありません。 

参油成分びを量に飛散する場所では使用しないでください。 

参ス I -ーブの近くでラジオなど使用すると、ラジオに雑音び混入するおそれびあります。 

参使用中、停電や電源プラグび抜けた後に再通電しますと、デジタル表示部に「 C 」 び表示され 
ます。このよラな場合の再点火は、しばらく待ってス I -ーブの本体温度び充分下びってからおこな 
ってください。 

参正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色び混じります。また炎はある程度片寄ったり、ゆれる 
ことびありますび異常ではありません。 



































固を全装置 


参を全装置び作動するのは何！5かの異常びあるときですか!5、下記の処置をしても正常にならないと 
きは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

参安全装置び作動した場合は、「運転スイッチ」を巧し「切」にしてから、下記の処置をおこない、再度 
「運転スイッチ」を押して「入」にしてください。（再点火操作） 


ま全装置 

はた！ 5 さ 

処 置 

対 震 自動消义装置 

E - 5 

参運転中にストーブ本体び地震(震度約5 上） 

や強い振動、衝撃を受けた場合、火災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

参 タイマー運転中に 5 を表した場合、夕 
イマー運転は解除されます。 

参地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒の外れな 
ど異常びないことを確認し 
てから再点火して < ださい。 

す完全燃焼防止装置 

E - 6 1 

E - S <? 

E-SB 

Hh ! h ! 1 
从んが 

HHH 3 

HH H'H 

参運転中にス1-ーブ本体近辺の室内空気に巧れ 
び発生した場合、不完全燃焼によるを険を防 
止するために、自動的に運転を停止します。 

(- S ( から'?- '弓;' 表示） 

参部屋の換気をした後、機器 
の損傷、給排気筒の外れな 
ど異常のないことを確認し 
てから再点火して < ださい。 

参不完全燃焼通知機能 

不完全燃焼防止装置び連続して作動したとさ、 
不完全燃焼によるを険を防止するために、作 
動したことを通知して、自動的に運転を停止 
します。 

( HHH 1 から 1-!!-! !-!3表示) 

参部屋の換気をした後、機器 
の損傷、給排気筒の外れな 
ど異常のないことを確認し、 
電源プラグを差し直して再 
点火してください。（販売 
店にご相談ください。） 


参再点火防止機能 

不完全燃焼防止装置び連続して作動したとさ、 
不完全燃焼による危険を防止するため、自動 
的に運転を停止します。 （ HHHH 表示） 

再点火防止機能び作動すると、政後の点火操 
作びでさな< なります。 

参販売店にご相談ください。 

点义を全装置 

E - c ' 

参点火ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点火しないとさに、運転を停 
止します。 

参点火ヒーターの故障び原因 
で運転を停止したとさはバ 
ーナー底にな油かたまりま 
す。たまった灯油をみさ取 
ってから、ご使用ください。 
(販売店にご相談ください） 

停電を全装置 

E - 0 

参運転中に停電や電源プラグを抜 < などして電 
源び切れたときは、自動的に運転を停止します。 
参再び通電されてち運転しません。 

参 タイマー運転中に停電びあった場合、タイマ 
一運転は解除されます。 

参再点火操作をします。 

参現在時刻の設定とタイマー 
点火時刻の設定をや0なお 
します。 

燃焼制御装置 

E - S 

参燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 

参再点火操作をします。 

過熱防止装置 

E - !>? 

参対流用ファンモーターの故障や異常燃焼など 
の原因でス1-ーブび異常過熱したとさ、また 
はファンフイルターにほこりびつまった場合 
に、火災などのを険を防ぐために燃焼を停止 
します。 

参フアンフイルターのほこり 
を取り除いてから、再点乂 
操作をします。 

参処置をしてち、繰返し作動 
するとさは、いったん運転 
スイッチを「切」にして、販 
売店に連絡して < ださい。 

表示は安全装置び作動したとさのエラー表示です。 

詳しくは、 「叫 J 故障•異常の見分けかたと処置方法」 を参照してください。 

お願い 

すべての処置は必ずス1-ーブ 
を消火し、本体温度び充分下 
びってからおこなって < ださしん 


















3 点検-手入れ 


点検-手入れをおこなラとさは 


参点検•手入れをおこなラとさは、ス I -ーブを消火し、ス I -ーブび充分;令えてから、必ず電源プラグを抜 
いておこなって < ださい。 

参部品に触るとさや、内部を掃除するとさは、手をけびしないよラに、手袋をはめておこなってください。 
参ス I -ーブをベンジン、シンナーなどでみかないで < ださい。変色します。 

参電装部品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないで < ださい。 


使ラたびに 


I ★周囲の状態 I 

参ス I -ーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃え 
やすいちのを置かないよラにしてください。 
参ス 1 -ーブはいつち清潔に掃除してください。 
巧れたままのご使用は危険のちとですし、ス 
I -ーブのいたみを早めます。 

参給排気筒及びトップの周囲には、危険物や障 
害物びないよラにしてください。 

★ほこり 

参ス I -ーブについたほこりや巧れは、掃除機で 
吸い取ったり固 < しぼった磊れ雑巾などでみ 
さ取ってください。 

女臭気 • ずず 

参燃焼中に排ガスのにおいびしたり、給排気筒 
トップからすすび出ていないか確認してくだ 
さい。 

異常びあれば販売店に連絡して < ださい。 


★油漏れ、油のたまり、油のにじみ I 

参油タンクやス I -ーブに油漏れかまたは油のたまり、 
油にじみびあるかどラかを調べる。給油のときこぼ 
れたな油はよくふさ取って < ださい。 

万一油漏れによって油のたまり、油にじみび生じて 
いるとさは、消火操作をし、原因を確かめ防漏処置 
をし、油漏れびなくなったことを確認した後、漏れ 
たな油を取り除いてから点火操作をして < ださい。 



1箇月に1回 m 上 


女のぞを窓 

参のぞさ窓びすすで巧れてくるよラな場合や、破 
れびある場合は、販売店に相談の上、修理交換 
してください。 

★ルーバーのほこり 

参ルーノ く一び巧れたり、ほこりび付着した場合は、 
掃除機や、固くしぼった磊れ雑巾などでみき取 
つてください。 


★フアンフイルター 

参ス I -ーブ背面のフアンフイルターを引き抜いて 
から、ほこりを掃除機などで取り除いてください。 























































































3 箇月に 1 回 m 上 


★電源プラグ-コンセント 


参電源プラグ、コンセントにほこりや巧れびたま 
ると火災の原因になることびあります。 3箇月 
に]〜2回電源プラグをコンセントから抜いて、 
付着したほこりや巧れを取り除いて < ださい。 



I ★油受けの掃除 

参油受けはな油は通しま 
すび水は通しにくいフ 
ィルターで でさていま 
す。油受けに水やごみ 
びたまると、油タンクに 
巧油びあるのに、「給油 
ランスび「点滅」して消火することびあります。 
参「油タンク」を取り出してから、「油受け」を傾け 
ないように取り出し、たまった水やごみを取り 
除いて < ださい。 

-お願い-^ 

油受けは、水で洗わないでください。 

必ず灯油で洗ってください。 




★パッキン 


•燃焼中、室内ににおいびこもるような場合は、 
とくにミ主意して点検してください。 

• 燃焼筒と y (—ナーの接続部•熱交換器の上部 
• 点火ヒーターの取り付け部 


★点义 ヒーター 


参点火ヒーター及びパッキンびちくなり、切れた 
り、すさまなどびあると、点火不良及びガス漏 
れの原因になります。 

(販売店にご相談ください） 


★油受けざ5の掃除 


参油タンクと油受けを取り出し、市販の給油ポンプ等で油受けざら内の水やごみを取り除いてください。 





★燃焼リング、ノ ':ーナー、燃焼筒、熱交換器 


参燃焼 U ング、ノ くーナ ー、 燃焼筒、熱交換器は高温になりますので劣化することびあります。とさどさ点検し、 
変形や劣化していたら早めに修理してください。（販売店にご相談<ださい） 







































































































因点検-手入れ 


1シーズンに1回似上 


★給排気筒、排気筒 


ご使用中、においがしたり目びしみる場合は、給排気筒、排気筒やパッキン部か！5排ガスが漏れてい 
ることび考え5れを険です。点検後お買い巧めの販売店にご相談ください。 


参給排気筒や排気筒の接続部のがれ、ゆるみ、つまり、腐食、固定の:!犬態、給排気筒トップの周囲に可燃 
物びないかなどを、ときどき点検して、異常があればなおしてください。 

■排気筒の接続部に使用しているゴム製の U ング （0 U ング)は耐熱性のちのですび、2〜3年で炭化す 
ることびあります。ゴムの硬化及び割れなどびある場合には、においや排ガスび漏れるおそれびあり 
ますので新しい部品に交換してください。 

■給気ホースびふさびっていないか点検して < ださい。 



ひ」ング 

種類 

運動用ひ」ング 

呼び径 

P 39 4種 C 

材質 

シ1」コンゴム 


. 地震などの災害び発生したとさの点検について 


参地震などにより製品に振動、衝撃び加わったときは、運転をする前に必ず次の点検を実施してください。 


点検内容 


参機器の損傷の点検参給排気筒回りの外れ、漏れの点検参ス I -ーブや油タンクからの油漏れの点検 
参点検で異常びみつかったとさや、点検した後に使用しているとさ、排ガスのにおいびしたり目びしみる 
場合は、使用を中止して、販売店または別紙の r お客様相談窓□一覧 I に修理依頼をしてください。 


国定期点検 


長期間ご使用になりますと、機器の点検び必要です。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に安全 
にお使いいただくために、2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買い巧め店、または修理資格者〔（財） 
日本石油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習会修了者（石油機器技術 
管理±)など〕のいる店、当社などにお問い合わせください。 


r 定期点検の内容 1 

項目 

内 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

参油受けの掃除 参油受けざらの掃除 

参ス1-ーブや油タンクからの油漏れ 

機能部品の点検- 
確 認 

参電気配線-安全装置のはたらさ参操作部品-動<部品のはたらさ 

消耗しやすい部品 
の点検-交換 

参点火ヒーター、燃焼リング、ク□スマット、給油□□金、油受け 

掃除*点検*整備 

V 

参本体内部、ファンフィルター、対流用送風機、ブ□アケース（ブ□アモーター） 

参各接続部のパッキン、 0 U ング参給排気経路の接続、つまり 

























国法定点検（長期使用製品を全点検制度) 


参この製品は消費生活用製品安全法(消安法)に定められた特定保巧製品です。 

参特定保守製品は、お客様自身による保守び難し<経年劣化による重大事故の発生のおそれびある 
ため、消安法により長期使用製品安全点検制度の対象に指定された製品です。 

参点検期間に法定点検馆償)を受けていただくことび求められています。 

参この製品の設計標準使用期間は8年としていますび、製造年から7年後の日月から日年後の日月まで 
を法定点検期間と設定しています。（具体的な法定点検期間については本体に表示しています。） 

ご登録いただいた所有者情報に基づさ、点検通知を送付いたします。 


参軒^を呆守製品とは… 

消費生活用製品のラち、長期間の使用に伴い生ずる劣化(経年劣化）により安全上支障び生じ、一般消 
費者の生命または身体に巧して特に重大な危害を及ぼすおそれびをいと認められる製品であって、使 
用状況等からみてその適切な保守を促進することび適当なちの(消安法第2条第4項）として指定された 
製品です。 

参法定の点検期間び到来した5点検を受けましょう。 

• 特定保守製品は、経年劣化による重大事故を防止するために、製品毎に設定された点検期間中に点 
検を受けることび製品の所有者の責務としてまめられています。（消安法第32条の1 4) 

本製品に表示されております点検期間び到来しましたら、忘れずに点検を受けましょラ。 

• また、本製品にはタイムスタンプ(点検時期告知)機能び搭載されております。使用時間び設計標準 
使用期間ネ目当になりましたら、デジタル表示部に]分間に]回「み 弓 8」を表示してお知らせします。 
使用状況によってタイムスタンプ機能び設計標準使用期間とずれることもあります。タイムスタン 
プ機能を解除したい場合は、株式会社トヨトミ業務課□已 2-822-1 144へご連絡ください。解除し 
た場合でも設計標準使用期間からさらに]年ネ目当の使用期間びあったとさに、再度タイムスタンプ 
機能びはたらきます。 

• なお法定点検後ち使用を継続する場合には、こまめに （1 〜2年)法定点検に準じた点検を受けること 
び本製品を安全にお使いいただくために必要となりますので、ごを意ください。 

参法定の所有を登録をしましょう。 

• 特定保巧製品の所有者は、この製品の製造(輸入)事業者に法定の所有者登録をすることび求められ 
ております。（消安法第32条の8第1項及び第2項）製品に同捆した「所有者票」に記載して投函又はけ 

下の連絡ち法にてご登録をお願いします。 未だご登録がお済みでない方や、所有を登録の内容に変 
要び生じた場合には、速やかにご登録をお願いします。ご登録されていませんと点検通知の送付び 
でさません。 

• ご登録いただいた所有者情報は、消安法、個人情報保護法及び当社規定により適切な安全対策のち 
とに管理し、法定点検、 U コール等製品安全に関するお知らせをする場合け外には使用致しません。 

• 所有者票びお手元にない場合は、お問い合わせ連絡先にご連絡ください。 

■所有を登録の方法 

• 所有を票(返信ノ V ガキ)でのご登録 

製品に同捆されている所有者票に必要な事項を記載の上「保護シール」を貼り付け返送願います。 
•インターネットでのご登録 
下記のアドレスから登録いただけます。 
http://www.toyotomi.jp/10ken.html 
• 電話でのご登録 

株式会社トヨトミ業務課□已 2-822-1 144へご連絡ください。 

受付時間は、受付時間/平曰9 : 00-17 : 00 

※年末年始や夏休み等当社の休曰については、下記のアドレスからご覧いただけます。 
http://www.toyotomi.jp/profile/office/index.html 

参法定の点検通知をします。 

法定の所有者登録をいただいたちに、法定の点検通巧をいたします。（消安法第32条の1 2) 

引っ越し等で所有を登録の内容に変更が生じた場合には、上記の変更登録をお願いします。 

変更登録をされませんと点検通知の送付ができません。 




图法定点検（長期使用製品ま全点検制度) 


【本製品の設計標準使用期間について】 

本製品は、設計標準使用期間を8年と算定しており、適切な点検をすることなく、この期間を超えて使 
用されますと、経年劣化による発火-けび等の事故に至るおそれびございます。 

※設計標準使用期間とは、標準的な使用条件（下記の < 設計標準使用期間の算定の根拠 > 参照）の下で、 
適切な取扱いで使用し、適切な維持管理びおこなわれた場合に、安全上支障なく使用することびでさる 
標準的な期間として設計上設定される期間で、製品毎に設定されるちのです。（消安法第32条の 3) 
メーカー無償保証期間とは異なるちのですのでごミ主意ください。 


<設計標準使用期間算定の根拠> 

本製品の設計標準使用期間は、製造年月を始期とし、曰本工業規格 JIS S 2073「家庭用密閉燃焼式 
石油温風暖房機の標準使用条件、標準加速モード及び試験条件」に基づさ政下の使用条件を想定して、 
当社において耐久試験等をおこなった結ま算出された数値等に基づさ、経年劣化により安全上支障び 
生ずるおそれび著しく少ないことを確認した時期を終期として設計標準使用期間を設定しております。 


項 目 

条 件 

年間使用時間 

2,已〇〇時間 

換気回数 

1回 /h 

暖居設定温度 

22。仁 


また製品の設計標準使用期間の算出には、上記と使用年数一故障率の特性を使用して8年ネ目当と算出し 
ています。 

<ごを意ください！> 

•本製品を上記の標準的な使用条件を超える使用頻度や異なる使用環境でお使い頂いた±易合においては、 
設計標準使用期間よりち早期に安全上支障を生じるおそれび多くなることび予想されますので、製 
品に表示している点検期間よりも早期に点検を受けましょう。 

. 具体的な点検期間は、当社業務課 (0 已 2-822-] ] 44) にお問い合わせください。 

• 製品を目的外の用途で使用したり、業務用に使用されるなど、上記の標準使用条件と異なる環境で 
ご使用された場合ち設計標準使用期間の到来前に経年劣化等による重大事故発生のおそれび高まる 
ことび予想されますび、このよラなご使用は、お控えいただくよラお願いいたします。 

【点検をおこなう事業所の配置その他体制に関する事項】 

本製品の点検に関するお問い合わせはけ下の連絡先よりお願いいたします。 

■株式会社トヨト S 業務課 
Tel : 〇已2-呂22-]144 
Fax : □已 2-822-2742 
参受付時間/平曰9 : 00-17 : 00 

※年末年始や夏休み等当社の休曰については、下記のアドレスからご覧いただけます。 
http://www.toyotomi.jp/profile/office/index.html 
参点検料金について 

•点検費用は、お客様にご負担いただくこととなります。また点検の結果、整備び必要となった 
場合は別途整備費用び発生いたします。 

点検料金は技術料、出張料を合計した金額となります。なお点検料金の設定の基準は、下記の 
アドレスからご覧いただけます。 
http://www.toyotomi.jp/tyouki/index.html 
• 具体的な点検料金につさましては、上記の連絡先にてご確認いただけます。 

参点検等に関する事業所は、 I お客様相談窓□一覧1( 別紙参照)に記載の支店-営業所になります。 










【点検の結果必要になると見込まれる部品の保有期間】 


点検項目 

整備用部品 

口 pnn ぶ 

保有期間 

( 1 ) 燃焼制御装置 

炎検巧装置 

]〇年 

(2) 安全装置 

対震自動消火装置、不完全燃焼防止装置 

]〇年 

(3) 過熱防止装置 

ノレ f メタ J レスイッチ 

]0年 

(4) 給排気経路 

給排気筒、給排気管 

]0年 

(已）燃焼状態 

熱交換器、点火ヒーター、燃焼1」ング 

]0年 


※上記部品は経年劣化により不具合び発生するおそれのある箇所に関する部品であり、補修用性能部 
品(製品の機能を維持するために必要な部品）とは異なります。 

なお補修用性能部品の保有期間は製造な切り後7年です。 

【本製品の清掃その他曰常のにおこなうべき保守の内容及びそのち法】 

参本製品を安全にご使用いただくためには、お客様においてち曰常的に清掃や安全確認をおこなって 
いただ<よラお願いいたします。 

参本製品の取扱説明書18ぺージ「^点検‘手入れ」に記載の方法で清掃や安全確認をおこなってください。 
参清掃や異常を感じた場合の措置をおこなラ際には、製品の運転スイッチを「切」にして電源プラグを抜い 
てからおこなって < ださい。 

参本製品の取扱説明書23ページ 「西]故障•異常の見分けちと処置方法」 に基づいて調べて異常び生じた 
場合は、直ちに使用を中止してお買いホめの販売店に連絡してください。 


故障.異常の見分けかたと処置方法 


修理を依頼される前に調べていただきたいこと 


参修理を依頼される前に下表の内容を確認してください。 

下表のような状態は故障ではありません。 


状 態 

説 明 

点 

乂 

消 

乂 

時 

初めて使用するとさ、けむりやにおいび出る。 

製品の塗料やパッキン、燃焼部に付着した油や 
ほこりなどび焼けるためです。 

点火-消火時に r キシ S 音」びする。 

加熱、冷却時にでる金属の膨張、収縮音です。 

点火してもすぐ温風びでない。 

不快な;令風を出さないためであり、ストーブ内部 
び暖まると自動的に出ます。 

初めて使用するとさは、電磁ポンプの振動 
音び大さい。 

ポンプ内に空気び混入しているためです。しばら 
くすると止まります。 

燃 

焼 

時 

V 

「カチカチ」時計のよラな音びする。 

電磁ポンプの運転音です。 

燃焼筒や熱交換器の一部びラすホ < 赤熱す 
る。 

異常ではありません。 

ときどき黄色い炎びでる。 

異常ではありません。 


























画故障.異常の見分けかたと処置方法 


故障•診断チ I ック表 


処置をおこなってち改善されない場合や原因び特定できない場合や該当する現象がない場合は、 
お買い求めの販売店までご連絡ください。 


\ 現象 

原因 \ 

運 

転 

ス 

イ 

ツ 

チ 

び 

点 

灯 

し^ 

点 

乂 

し 

な 

し飞 

炎 

び 

ふ 

さ 

< 

な 

ら 

な 

い 

を 

灾 

で 

を 

文 

る 

使 

用 

中 

室 

内 

び 

に 

お 

ラ 

使 

用 

中 

急 

に 

消 

文 

る 

置 

台 

に 

油 

に 

じ 

み 

び 

态 

る 

び 

び 

D 

曰 

び 

出 

る 

給 

油 

フ 

ン 

プ 

び 

点 

す 

る 

突 

然 

す 

て 

の 

ラ 

ン 

吝 

消 

る 

処置ち法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 









〇 

電源プラグをコンセントに 
差し込んで<ださい 

停電した 

〇 





〇 

E-a 




〇 

停電復帰後点火し直して< 
ださい 

対震自動消火装置び 
作動した 






〇 

E-5 





再点乂操作をしてください 

油タンク、油受け、 

油受けざらに水び入 
ってし、る 


〇 

〇 



〇 



〇 


水混入のな油をしっかり 
抜いてください 

油タンクに灯油び 
ない 


〇 




〇 



〇 


灯油を入れて<ださい 

灯油び給油のとさに 
こぼれた 





〇 


〇 




こぼれたな油をされいに 
みさ取ってください 

不良な油を使用した 


〇 

E-3 

〇 

〇 







販売店までご相談ください 

省電力機能び作動し 
ました 










〇 

操作部のいずれかの 
ボタンを巧して<ださい 

配線不良びある 

〇 


〇 

〇 


〇 





販売店までご相談ください 

コント□ーラー不良 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 





// 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 





〇 


〇 

〇 



// 

フレーム □ッ ド 不良 






〇 

E-B 





ソ 

電磁ポンプ不良 


〇 

E-? 

〇 

〇 

〇 

〇 

E-E 





// 

点火ヒーター不良 


〇 









ソ 

排気筒接続不良 





〇 

E-30 






排気筒の接続を確認して< 
ださい 

給油ロロ金び間違って 
いる 









〇 


正しい給油□□金を取付け 
て < ださい 


参燃焼中 r カチカチ」音がすることがありますが、電磁ポンプの運転音で異常ではありません。 
参表中の f - 表示は r デジタル表示」（エラー表示）を示します。 



































_ デジタル表示(エラー表示)の見方 

ストーブの運転中に異萬び起こり消火した場合、下記のよラに、デジタル表示部に r エラー表示」 しますので姐置をしてください。 


エフー表71^ 原 因 


処置ち法 



•運転中に電源び切れました。 •電源プラグの差し込みを確認し、再点乂操作をしてください。 

•タイマー点乂待機中に電源び切れました。 

(停電安全装置び作動） 


E- 


E- 


E- 


E- 


E- 


to 


E- 


因巨 


に-三' 


に- 5' 


も -]\b 


E- 


E- 


に- 


,5' 


SEI 


HH 


HH 


HH 


H 


HE 


HB 


♦点火安全装置び作動しました。 


•巧震自動消乂装置び作動しました。 


♦運転中に消义しました。 


•ブ□アモーターび故障しました。 


♦過熱防止装置び作動しました。 


•ノ（ーナーヴー5スタび断線しました。 
•ノ くーナー内に灯油びたまりました。 


•着火 S スを3回しました。 


•消火後すぐに再点义操作しました。 


•排気筒びはずれました。 


♦不完全燃焼防止装置び故障しました。 


♦不完全燃焼防止装置び作動しました。 


参販売店まで連絡してください。 


参作動した原因を取り除を、再点乂操作をしてください。 


•販売店まで連絡してください。 


参販売店まで連絡して<ださい。 


参本体温度び充分下びるのを待って、フアンフィルターを掃除し、 
再点义操作をしてください。 


参販売店まで連絡して<ださい。 


参販売店まで連絡して<ださい。 


参しばらく待ってから再点乂操作をしてください。 


参排気筒を点検して接続を確認し、再点义操作をしてください。 


♦販売店まで連絡して<ださい。 


参部屋の換気をした後、ストーブ本体び充分に;令えてから、機器 
の損傷、給排気筒のはずれなど異常のないことを確認し、再 
点乂してください。 


♦不完全燃焼防止装置び連続作動して、不 
完全燃焼通巧機能びはたらさました。 


•上記処置をおこなった後、電源プラグを差し直して再点乂して 
ください。処置をしても繰り返し作動するとさは、販売店まで 
連絡してください。 


画因41 


•さらに不完全燃焼防止装置び連続作動して、•販売店まで連絡してください。 
再点义防止装置びはたらさました。 


バー表示点滅 


給油ランプ点滅 •巧油を給油してから再点火操作をしてください。 

♦油タンクの灯ミ由びなくなりました。 ♦油受けの掃除をしてください。 


♦タイマー点火時刻び設定されていません。参運転スイッチを「切」にして、タイマー点火時刻を設定してく 

ださい。 


hi ( 


•室温び3日む！;(上になりました。 •ルームサー5スタの取り付け位置を確認し、適切な位置に移 

♦ルームサー-スタの取り付け位置びよく 動させてください。 

ありません。 



♦室温び一1 0° Cli (下になりました。 •販売店まで連絡してください。 

♦ルームサー S スタの不良、断線、または配 
線抜けです。 









































































































































































画故障.異常の見分けかたと処置方法 


エフー表 TJX 

原 因 

処置ち法 ^ 

[し 

[! 5 

•ク U- ニング燃焼中。 

(約 5 分間カウントダウンしまず。） 

♦約日分後に自動的に通常運転にちどります。 

全消な 

♦省電力機能び作動しました。 

♦操作部のいずれかのボタンを押してください。 

EIEI 

、 点 

EI 

ミ 威 

参点検時期になりました。 

•回 法定点検（長期使用製品ま全点検制度） を参照して<ださ 
い。 

J 


团部品交換のしかた 


♦ 

A 注意 

★分解修理の禁止 

、 

故障、破損した！5使用しないでください。 

の 


不完全な修理は、を険です。 

分解禁止 


短期間に消耗する部品は特にありませんび、燃焼リング、電磁ポンプ、点火ヒーター、ノ（ッキンなどの交換 
部品び必要な場合は、お買い求めになった販売店にご相談ください。 

参部品交換の際は、必ずトヨト S 純正の補修部品をお使いください。純正の部品け外を使用して万一 
故障や事故び発生した場合、当社は責任を負いかねます。 

不完全な修理はを険です。修理をお受けになる場合は、財団法人日本石油燃焼機器保守協会でおこな 
う技術管理講習会修了を(石油機器技術管1里±)などのいる販売店で修理されることをおすすめします。 


图保管(長期間使用しない場合) 


参ス I -ーブを保管する場合は、 「に]点検•手入れ」 の項を参照して、ス I -ーブの手入れをしてから保 
管してください。また、いたんでいる箇所は修理をしてから保管して<ださい。 

参格納-保管場所は、湿気-火気-高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかちス I -ーブ 
の上には重量物をのせたり、人びのったりしないよラ配慮してください。 


1ス I ブを長期間使用しないで保管するときは、必ず電源プラグをコンセントか5巧いてください。 

2 ストーブを使用する季節び終り格納するときは、油タンク、油受けざ！ 5 内の I 灯油を市販の給油ポンプ 
等で全部巧き取ってください。 

(r 因 点検•手入れ」 の I 油受けざ!5の掃原] 参照） 

( -お願い- S 

油タンク、油受けざ5に'灯油が残っていると、請びたり、巧びあいたりする原因になります。 


3 ス I ブや油タンクの表面をふいてください。 

参固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤で巧れを取り、乾いた布で水気をふき取ってください。 
参シンナー、ベンジンなどでふくのはおやめ<ださい。塗装び変色したり、を険です。 

4本体にほこりがたま！5ないよう、適当なカバーをかけてください。 

[； P 巧属品と r 取扱説明書」* r 工事説明書」- r 保証書」も紛失しないよう同時に保管してください。 














































仕様 


("型式の呼び 

FF - S 36 BT 

FF - S 45 BT 

FF-S 已已 BT ^ 

種 類 

密閉式石油ストーブ • ポット式 • 強制給排気あ • 強制対流お 

点乂 方式 

電気点火 

使巧燃料 

灯油 （J 

IS 1 哥 

燃焼状態 

最大 

最ル 

最大 

最ル 

最大 

最ル 

燃料消費量 

4.19 kW 
の. 407 L / h ) 

1.43 kW 

(0.139 L / h ) 

5.24 kW 

(0.509 L / h ) 

1.79 kW 

(0.174 L / h ) 

目.4日 kW 
(日.目 22 L / h ) 

2.19 kW 
(日. 213 L / h ) 

発熱量 

15080 kJ/h 

5149 kJ/h 

18850 kJ/h 

6445 kJ/h 

23040 kJ/h 

789日 kJ/h 

熱効率 

8目.日％ 

86.0% 

86.0% 

8目.日％ 

8目.日％ 

86.0% 

暖房出力 

3.目日 kW 

1.23 kW 

4.5 日 kW 

1.54 kW 

5.50 kW 

1.88 kW 

油タンク容量 

已 .OL 

7.0 L 

外形寸法 

高さ日日日■’幅44日■’奥行38日删雇台を含む） 

高さ日 OOmm • 幅 49 日 mm • 奥行41 8 ram (背面カノ（一を含む） 

お g 

貨 里 

17 kg 

20 kg 

電源電圧及び周波数 

100 V 日日/目日 Hz 

定格消費電力 

点火時2日日/2日日 W 燃焼時 27/24 W 
待機時1.日/日. 8 W 

最大日 80/680 W (点义初期時に短時間発生） 

点火時2日日/2日日 W 燃焼時 52/47 W 
待機時 1.0/0.8 W 

最大日80/日 80 W (点火初期時に短時間発生） 

給排気筒の型式の呼び 

FFP -320 

給排気筒の呼び径 

D 39 

給臓筒の賴剛奶蹈 

7日〜 80 mm 

排気温度 

2日 ( Tm 下 

巧/ノなしユース 

4 A 

安全装置 

巧震自動消火装置 • 不完全燃焼防止装置 • 点火安全装置 • 停電安全装置 • 過熱防止装置 • 燃焼制御装置 

附 属 品 

壁固定金具 （1 セット）-標準給排気筒セット （1 セット） • 木ねじ （1 本） 


■送油経路図 


同圧管 



I 配線図 


FF - S 36 BT 


FF - S 4 已 BTFF-S 已已 BT 


電源：〇： 


円 


青 


苦 


m 

□ 

ホ 

ン 

青 

卜 

の 

□ 

杂 

1 

'ル 

桓 

フ 

ち 

1 


給が気筒トップ 


フレーム□ツド 


ア 


ス 


ランス 


白 


ホ a 過熱防止装置9〇で 
緑 


電源 


里 


巧震自動消义装置 


ホ 


不完全燃焼防止装置 


青 


ルームヴー S スタ 


灰 


バーナー ヴ ー三 スタ 


ホール I C 


青^給油装置 


□ 

ン 

卜 

□ 

I 

I 


赤 


80で 


緑 


青 


白 


ま 


灰 


13 


油受けざ5 


トランス 


点火 ヒーター 
フアンモーター 
プ□アモ ーター 


電磁ポンプ 


操作表示基板 


運転スイッチ 


点火 ヒーター 
フアン モーター 
プ□アモ ーター 


電磁ポンプ 


操作表示基板 


運転スイッチ 


給排気筒トップ 
フレーム□ツド 
ァ ス 

過熱防止装置 
巧震自動消火装置 


不完全燃焼防止装置 


ルームヴー S スタ 
バーナーサー S スタ 


ホール I C 


給油装置 


巧タンク 


V 


ノ 











































































































































































































































































































































































































因アフターサービス 


保証につい巧 


参添付しております保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、お受け取りください。記載 
内容をご確認のうえ大切に保管してください。 

参保証期間はお買い求めの曰より1年間です。 


修理を依頼ずるとき 


参 r [咱]故障•異常の見分けかたと処置ち法」 に従って、お調べください。直らないときは、ご使用を中止 
し、必ず電源プラグを抜いてから、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

参 ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

① 品名… FF 式石油暖房機(密閉式石油ストーブ） 

② 型式の呼び…〔例〕 FF - S 36 日 T 

③ お買い求め年月曰 

④ 故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑤ おなまえ，おところ，電話番号 

参 修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていたださ 
ます。 


参保証期間び過ざているときは、修理すれば使用できる場合には、ご希望により有料で修理させていただ 
さます。 

参修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されています。 


この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項-ミ主意事項および通常使用に反し 
て使用された場合の故障、事故につさましては、保証いたしません。 


補修用性能部品について 


参密閉式 ( FF 式)石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後7年です。 

参補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 


お居される場合 


•このス\ -ーブは電源周波数加、 60 Hz とち同一仕様です。 

参電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地からの転 
居は再調整び必要です。工事説明書の 高地仕様への変更のしかた を参照してください。 


/ 

A 注意 

\_ 


★分解修理の禁止 

、 

故障、破損した！5使用しないでください。 

不完全な修理は、を険です。 分解禁止 

J 


故障-修理の際の連絡先 


アフタ—ヴ—ビスについてわからない場合は、お買い巧めの販売店、または、 「お客様相談窓□-覧 (別 
紙参照)までお問い合わせください。 



























图据付け-移設について 


据付け-移設工事は販売店に依頼する 

参据付けや移設工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 

据付け場所の選定及び標準据付け例 


参据付けについては、火災予防条例、電気設備に関する技術基準などの法令の基準があります。工事説明書 
の「ま全のために必ずお守りくださし、」をお読みになり、販売店または据付業をとよくご相談してくださし、。 
参標準据付け例については工事説明書を参照してください。 


_ 給排気筒を延長する場合の注意 

参給排気筒を延長する場合は、3 m 3曲がり] U 下で取付けられる場所を選定してくださし、。 

積雪地区における注意 


参積雪のをい地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないような取付場所を選定してください。また、 
風がよどむような場所では、排ガスを再度吸い込んで、す完全燃焼を起こすことがあります。 


据付け後の確認 


参据付けが終りました5、もう一度、工事説明書の r を全のためにおずお守りください」をお読みになり、 
工事説明書に記載されている通り据え付けられているかどうかを確認してください。 


= 斗、 ^ PA— 

目式車占 


参試運転は、販売店または据付業ちとご一緒におずおこなつてください。 


絶 : IM 



r 回 使用前の準備」 の g さ油のしかたし G な火前の準備と確認 1に従って運転準備をしてください。 


1「巨]使いかた」 に従って運転させてください。 

2ネリ期運転時の異常現象 

ご購入されて初めて使用されるときに、製品の塗料やパッキンなどが焼けることによつて、においや 
煙び出る場合があります。 

このような場合は、お部屋の窓(給排気筒トップ取付け場所より離れた所)を少し開け、半日か!51日 
程度、 r 強」運転をしてください。 


Q 正常運転の目ま 

U 参正常運転時のバーナーの炎の色は、黄乂びとさどさまじる青炎です。 


消义の手順 


n 已傾いかた」 の [消义のしかた I に従って消火操作をしてください。 





























愛情点検1 

心巨なマ、 j ホ m 灯^こ r 叫!つしづ、厅\ょぉ^た1 参 FF 式スト ー ブの補修用性能部品の 

★長年し使用の FF 式スト—ブの…娘を. 保有期間は、製造打切り後 7 年でず。 

の 

ご使用の際 
このよラなことは 
ありませんか 

♦油ちれずる。 

♦点义しにくい。 
♦強いにおいがずる。 

♦炎が異甫に黄色い。 
♦運転中異常な音がする。 
•その他①異萬•故障がある。 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、 
コンセントか 5 電源プラ 

グを抜いて、おず販売店 
に点検-修理をご依おく 

ださい。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


/ 

型 式 


お買いホめ年月日 

年月 曰 

お買い巧め店名 

V 

(電話番号） ( ) 一 

J 


株式会社 

ホームぺージ http :// www . toyotomi.jp 

本社 干 467-08 已已 

名ち屋市瑞穂区桃園町已番17号 
フ U - コール 0] 20-] 04-] 已 4 
TEL く 〇已 2〉822-] ]44 
FAX く □已 2〉 822-2742 






















